
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

中
京
大
学
は
、
２
０
１
６
年
３
月
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
（
以
下
、
ミ
ズ
ノ
）
と
連
携
協
力

協
定
を
締
結
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
な

ど
を
目
指
し
、
双
方
が
得
意
と
す
る
多
く
の
分
野
で
協
力
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

１　

中
京
大
学
体
育
会
の
現
状

　

中
京
大
学
の
学
生
数
は
約
１
万
２
６
０
０
人
、
そ
の
う
ち
体
育

会
公
認
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
は
約
２
２
０
０
人
で
、
全

体
の
約
17
％
に
当
た
る
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
高

い
割
合
で
あ
る
。
ま
た
、
建
学
の
精
神
が
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の

真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
学
術
」
と
と
も
に

「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
も
重
き
を
置
き
、
学
内
的
に
も
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
キ
ャ
ン
パ
ス
別
に
見
て
み
る
と
、
問

題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。
本
学
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
が
二

つ
あ
り
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
約
８
０
０
０
人
、豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
約
４
０
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
体
育
会
所
属
学
生
の
比
率
は
と
い
う
と
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
約
50
％
の
２
０
０
０
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
約
２・

５
％
の
わ
ず
か
２
０
０
人
程
度
で
あ
る
。

　

こ
の
数
値
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
風
土
の
違
い
が
読
み
取
れ
る
。

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
多
く
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
な
い
。

こ
う
い
っ
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
の
差

に
は
他
大
学
で
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
が
、

本
学
で
は
特
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

２　

ミ
ズ
ノ
と
の
連
携

　

国
内
に
お
け
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
り
、

未
開
拓
で
も
あ
る
。学
生
の
安
全
管
理
や
指
導
者
の
立
場
、体
育
会

の
位
置
付
け
な
ど
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
に
し
て
い
た
こ
と
が
紐
解
か

れ
よ
う
と
し
て
い
る
世
相
の
中
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
本
学

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
と
の 

連
携
協
力
協
定

［
中
京
大
学
］

小
栗 

優
貴
●
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
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で
も
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
掲
げ
る
問
題
点
を
改
善
し
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ

の
価
値
を
高
め
る
べ
く
、
軌
道
修
正
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
学
生
の
帰
属
意
識
の
醸
成

が
あ
る
。
本
学
は
、
ミ
ズ
ノ
と
２
０
１
６
年
３
月
に
連
携
協
力
協

定
を
締
結
し
た
。
統
一
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
統
一
ロ
ゴ
を
作
成
し
、

選
手
だ
け
で
は
な
く
、「
見
る
」
側
の
学
生
も
巻
き
込
ん
だ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

間
を
飛
び
越
え
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
中
京
大
学
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
を
醸
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
掲
げ

る
「
見
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
「
中
京
大
学
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
設
立

し
、
ス
ポ
ー
ツ
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス

間
の
垣
根
を
越
え
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に

も
中
京
大
学
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
現
在
ま
で
に
20
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
参
加
人
数
は
延
べ
２
４
０
０
人
を
超
え
た

（
五
輪
壮
行
会
を
含
む
）。
中
で
も
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
見
学

会
は
大
盛
況
で
、
２
０
１
７
年
度
は
約
２
８
０
人
の
参
加
者
を
集

め
た
。

　

こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ミ
ズ
ノ
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
や
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
応
援
グ
ッ
ズ
を
配

付
し
、
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
全
員
が
同
じ
も
の
を

身
に
着
け
た
。
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
「
中
京
大
学
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
の
醸
成
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
統
一
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ェ
ア
の
開

発
が
難
航
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
各
競
技
の
特
性

に
よ
り
、
求
め
ら
れ
る
機
能
が
ま
る
で
違
う
し
、
ト
レ
ン
ド
も
あ

る
。
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
、
既
に
他
の
企
業
と
の
関
係
が
構
築
さ

れ
て
い
た
り
も
す
る
。
統
一
ウ
ェ
ア
の
開
発
は
現
実
的
に
は
難
し

く
、
そ
れ
ゆ
え
に
地
道
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

帰
属
意
識
の
醸
成
を
促
す
ツ
ー
ル
と
し
て
、
統
一
ウ
ェ
ア
に
こ

だ
わ
る
必
要
は
な
く
、「
中
京
イ
ー
グ
ル
ス
」
と
い
う
統
一
ロ
ゴ
を

各
ク
ラ
ブ
へ
広
め
て
い
く
方
向
で
、
現
在
は
進
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　

大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。
学
内
だ
け

で
な
く
、
学
外
も
巻
き
込
む
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ァ

ン
が
増
え
、
地
域
に
根
差
し
た
開
か
れ
た
大
学
に
な
り
、
ま
た
大

学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
志
願
者
の
早
期
囲
い
込
み
に
も
つ
な
が

る
。
さ
ら
に
、モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
期
間
に
、一
途
に
打
ち
込
め
る
こ

と
に
出
会
う
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産
に
成
り
得
る
。

　

日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
の
創
設
が
、
今
後
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
界
の
ま

す
ま
す
の
追
い
風
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

湘
南
信
用
金
庫
と
の
協
定
締
結
の
経
緯

　

関
東
学
院
大
学
は
、
２
０
１
４
年
に
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
を
開

設
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
々
の
部
署
や
教
員
単
位
で
行
っ
て
い
た
産

官
学
連
携
活
動
の
窓
口
を
一
本
化
し
た
。
学
外
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
依
頼
や
提
案
に
対
し
て
、
教
育
効
果
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
学

内
の
最
も
適
し
た
学
部
や
部
署
に
つ
な
い
だ
り
、
逆
に
、
学
内
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
効
に
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
企
業
や
自
治
体
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
役

割
と
し
て
い
る
。

　

一
例
と
し
て
、
２
０
１
５
年
５
月
に
は
、
従
来
、
連
携
し
て
き

た
地
域
の
有
力
金
融
機
関
で
あ
る
湘
南
信
用
金
庫
と
産
学
連
携
協

定
を
締
結
。
そ
れ
ま
で
点
の
活
動
で
あ
っ
た
連
携
を
多
方
面
に
展

開
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

２　

協
働
の
取
り
組
み

　

産
学
連
携
協
定
締
結
後
は
、
湘
南
信
用
金
庫
に
お
け
る
本
学
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
け
入
れ
を
皮
切
り
に
、
湘
南
信
用
金
庫

の
取
引
先
で
あ
る
洋
菓
子
店
の
新
製
品
ポ
ス
タ
ー
制
作
コ
ン
ペ
の

実
施
、
地
元
農
園
で
農
業
体
験
の
実
施
、
地
域
の
少
年
野
球
大
会

の
共
催
な
ど
、
多
様
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
地
域
経
済
を
学
ぶ
科
目
「
Ｋ
Ｇ

Ｕ
か
な
が
わ
学
（
経
済
）」
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
に
関
す
る
現
場

に
即
し
た
講
義
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、

課
題
解
決
型
授
業
へ
の
課
題
提
供
、
地
域
企
業
と
本
学
の
研
究
シ
ー

ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
、
教
育・

研
究
両
面
の
連
携
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
。

　

本
学
の
地
域
交
流
拠
点
で
あ
る
横
須
賀
市
の
「
久
里
浜O

live 
Branch

」
発
足
の
際
に
は
、
地
元
商
店
街
と
大
学
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
動
い
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
学
が
地
域
連
携
活
動
を
行
う
際

に
、
地
域
か
ら
信
頼
の
厚
い
信
用
金
庫
と
の
協
働
が
円
滑
な
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
な
お
、
地
域
交
流
拠
点
「
久
里

地
元
信
用
金
庫
と
の 

地
域
に
根
ざ
す
大
学
作
り

～
関
東
学
院
大
学
と
湘
南
信
用
金
庫
の
事
例
か
ら
～

［
関
東
学
院
大
学
］

立
山 
徳
子
●
関
東
学
院
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
長
、

人
間
共
生
学
部
教
授

《
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浜O
live Branch

」
は
、
現
在
、
中・

高
生
や
一
般
市
民
向
け
の

英
会
話
教
室
の
実
施
、
小
学
生
向
け
の
科
学
実
験
教
室
の
開
催
な

ど
、
地
域
の
方
々
と
大
学
の
触
れ
合
い
の
場
を
創
出
し
、
大
学
の

知
を
地
域
に
還
元
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
記
の
地
元
農
園
の
農
業
体
験
を
契
機
に
、
学
生

が
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
と
し
て
地
元
の
農
水
産
品
を
取
り
扱
う
マ

ル
シ
ェ
を
企
画
。
学
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン・

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
で
提
案
し
、
入
賞

を
果
た
し
た
こ
と
、

そ
の
後
、
ゼ
ミ
活
動

の
一
環
と
し
て
、
地

元
百
貨
店
で
マ
ル

シ
ェ
の
定
期
開
催
に

至
っ
た
こ
と
、
マ
ル

シ
ェ
を
開
店
す
る
に

当
た
っ
て
、
湘
南
信

用
金
庫
か
ら
運
営
に

関
す
る
経
営
指
導
も

受
け
る
な
ど
、
農
業

体
験
を
き
っ
か
け
と

し
て
学
生
の
活
動
の

場
が
広
が
り
、
多
く
の
企
業
の
協
力
の
下
、
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
好
例
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
湘
南
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
が
増
加
す
る
に
伴
っ

て
、学
生
の
間
に
当
金
庫
の
認
知
度
も
上
が
っ
た
。
就
職
先
と
し
て

希
望
す
る
学
生
が
増
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
学

生
も
含
め
、
実
際
に
多
く
の
学
生
を
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

３　

今
後
の
展
望

　

本
学
は
、
学
生
が
在
学
中
に
で
き
る
だ
け
実
社
会
に
触
れ
、
実

践
的
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
地
域
と
共
に
活
動
す
る
信
用
金

庫
と
の
連
携
は
本
学
の
目
指
す
方
向
と
大
変
親
和
性
が
強
い
。
地

域
に
根
ざ
し
た
信
用
金
庫
が
保
有
し
て
い
る
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
大
学
の
知
を
融
合
さ
せ
、
地
域
に
役
立
ち
、
学
生
の
成
長
に

つ
な
が
る
仕
組
み
を
、
相
互
協
力
の
下
、
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
の
信
用
金
庫
に
就
職
す
る
学
生
が
増
加
す
る
こ
と

は
、
本
学
が
位
置
す
る
三
浦
半
島
地
域
の
定
住
人
口
増
加
に
も
つ

な
が
り
、
地
域
の
活
力
維
持
に
寄
与
で
き
る
。
今
後
と
も
、
関
東

学
院
大
学
は
地
域
と
つ
な
が
り
、
共
に
学
び
、
共
に
成
長
す
る
大

学
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業体験を契機にマルシェを実現した学生
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

天
理
大
学
は
、
２
０
１
７
年
９
月
22
日
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

（
以
下
、
モ
ン
ベ
ル
）
と
連
携
と
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結

し
た
。
ご
存
じ
の
通
り
、
モ
ン
ベ
ル
は
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
総
合

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
登
山
用
品
を
中
心
に
各
種
ウ
ェ
ア
や
ギ
ア
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
社
会
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
災
害
支
援
に
お
い
て
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア
義
援
隊
」

を
組
織
し
、い
ち
早
く
現
地
入
り
す
る
と
と
も
に
、寝
袋・
テ
ン
ト・

防
寒
着
な
ど
の
物
資
を
集
め
、
届
け
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
学
と
モ
ン
ベ
ル
の
つ
な
が
り
は
、
２
０
１
０
年
、
創
業
者
で

あ
る
辰
野
勇
会
長
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
授
業
（
生
涯
教
育
実
習

２
［
野
外
活
動
実
習
］）
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
こ
の
授
業
は
、
社
会
教
育
主
事
の
資
格
取
得
を
目
指
す
学

生
が
、
奈
良
県
五
條
市
の
吉
野
川
で
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
を
通
じ
て

川
の
組
成
や
レ
ス
キ
ュ
ー
の
方
法
を
学
び
、
野
外
活
動
の
楽
し
さ

と
と
も
に
危
険
回
避
の
技
術
を
体
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
に
は
客
員
教
授
に
着
任
し
て
い
た
だ
き
、

文
部
科
学
省
の
「
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
善・

充

実
体
制
整
備
事
業
」
の
中
で
、
モ
ン
ベ
ル
の
全
面
的
な
協
力
を
得

て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
登
山
「
㈱
モ
ン
ベ
ル
会
長
辰
野
勇
氏
と

行
く
立
山
三
山
縦
走
路
登
山
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本

学
以
外
に
も
天
理
医
療
大
学
、
滋
賀
県
立
大
学
、
信
州
大
学
の
学

生
が
参
加
し
、
モ
ン
ベ
ル
本
社
に
お
け
る
研
修
や
事
前
訓
練
を
経

て
、
各
人
が
一
人
用
テ
ン
ト・

寝
袋・

食
料
を
持
ち
、
立
山
の
室

堂
に
現
地
集
合
し
、
山
中
で
は
行
動
を
共
に
す
る
と
い
う
自
立
と

協
働
の
野
外
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
の
実
践
活
動
で
あ
る
。

　

非
常
勤
講
師
と
し
て
の
辰
野
会
長
個
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
始

ま
っ
た
協
力
関
係
か
ら
、
し
だ
い
に
企
業
と
大
学
の
連
携
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
モ
ン
ベ
ル
が
行
っ
て
い
る
社
会
活

動
（
自
然
保
護
、
社
会
福
祉
、
野
外
体
験・

環
境
学
習
、
災
害
支

援
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
企
業
理
念
と
、「
積
極
的
に
他
者
に
貢
献

し
、
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
考
え
行
動
で
き
る
人
間
」

の
育
成
を
目
指
す
本
学
の
教
育
理
念
と
が
合
致
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

モ
ン
ベ
ル
は
、
大
学
と
の
連
携
協
定
は
本
学
が
最
初
で
あ
る
が
、

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
協
定

―�
天
理
大
学
の
授
業
か
ら
始
ま
る
、
社
会
貢
献

事
業
の
連
携

［
天
理
大
学
］

岡
田 

龍
樹
●
天
理
大
学
副
学
長

《
企
業
と
の
連
携・

協
定
編
》
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す
で
に
多
く
の
自
治
体
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。「
モ
ン
ベ
ル
７
つ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
①
自
然
環
境
保
全
へ
の
啓
発
、
②
野

外
体
験
を
通
じ
て
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
、
③
健
康
寿
命
の
増
進
、

④
災
害
へ
の
対
応
力
、
⑤
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
、
⑥
農
林
水
産
業
、
第
一
次
産
業
へ
の
支
援
、
⑦
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
、
協
定
の
連
携
事
項
で
あ
る
。
本
学
と
の
連
携
に
お
い

て
も
、
こ
の
７
項
目
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
企
業
と
大
学
が
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
等
の
促
進
を
通
じ

た
地
域
の
活
性
化
と
天

理
大
学
に
お
け
る
教
育

の
質
の
向
上
及
び
調
査

研
究
活
動
の
充
実
」
を

目
指
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
に
際

し
て
災
害
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織

し
、
学
生
と
教
職
員
が

協
働
し
て
取
り
組
む
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。
と
り
わ

け
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
で
は
、
本
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
分

校
の
学
生
の
参
加
も
含
め
、
宮
城
県
と
福
島
県
に
お
い
て
５
年
間

に
10
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
織
的
に
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

支
援
活
動
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ネ
パ
ー
ル
の
震
災
に
対
し
て
、

本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
２
０
１
５
年
度
か
ら
支
援
を
続
け
て
い
る
。

　

今
後
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
義
援
隊
」
と
の
連
携
や
、
モ
ン
ベ
ル 

が
構
想
す
る
自
治
体
間
協
力
体
制
に
、
大
学
と
し
て
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
深
め
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば

連
携
協
定
締
結
後
、
大
学
祭
に
使
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
を
モ

ン
ベ
ル
か
ら
購
入
し
た
。
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
天
理
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
の
テ
ン
ト
は
本
学
と
モ
ン
ベ
ル
の
連
携
を
視
覚
的
に
象
徴
す
る

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
支
援
活
動
の
た
め
の

装
備
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
学
体
育
学
部
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
、
中
高
年
登
山

者
の
た
め
の
健
康
ギ
ア
の
開
発
や
、
野
外
活
動
に
お
け
る
健
康
増

進
に
関
す
る
調
査
研
究
、
本
学
が
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

地
元
天
理
市
に
お
け
る
野
外
活
動
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
共
同
企
画・

実
施
に
よ
る
地
域
貢
献
な
ど
、
モ
ン
ベ
ル
と
天
理
大
学
の
資
源
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
社
会
貢
献
事
業
の
展
開
を
、
共
に
考
え
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

天理大学祭
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